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 特集 バリア障害（仮）接触皮膚炎は日常診療で最も遭遇する皮膚病で
ある．施設で異なるが統計的な頻度は4～30％と
いう．診断や治療は容易であるが，そのアレルゲ
ンを確定し接触を断つことができれば根治できる
疾患である．しかし，アレルゲンが究明されない
と症状は再燃を繰り返し慢性化や重症化する．職
業病の適切な治療や予防対策は患者の将来を左右
する．患者自身が普段何気なく使用していること
が多く，われわれ診療側の力量が問われる．
生活様式の変化に伴い，数々の日用品，化粧品，

外用薬などの接触皮膚炎が報告されているが，時
代とともにアレルゲンは変化する．接触皮膚炎ガ
イドラインによると，昭和35年からの10年間は外
用薬が最も多く，45年以降はそれまで第2位だっ
た化粧品が外用薬を抜いた．アイシャドーやメイ
ク製品という顔の化粧品や染毛剤やコールドパー
マ液などの頭髪用品使用頻度に起因する．昭和59
年以降はピアスなど金属装身具，園芸ブームによ
る植物皮膚炎も増加した．皮膚障害が多く規制さ
れたりブームが終わり減少するものもある．
今回の特集号をみても，アロマオイル，ジェル

ネイル，紫外線吸収剤，植物，外用薬や医療材料
などが報告されている．明日からの診療に役立つ
内容であり，是非とも参考にしていただきたい．
診断にパッチテストは有用であるが，手間が掛か
ること通院回数が多いことでためらう場合が多い．
手軽なパッチテストを少なめに行い，判定をスマ
ホ撮りにすればもう少し普及できるような気がす
る．
本誌では接触皮膚炎の特集号が今まで数多く取

り上げられている．年代別に社会情勢や流行など
を組み込んで，接触皮膚炎の変遷といった特集号
の企画はいかがであろうか．常に時代の流れに取
り残されることなく，新たな流行や人気のある商
品や化粧品などに目を向け，いろいろな情報を収
集しておくことが大切である． （H.M.）
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